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　　　　　　　　　　石油・ガス鉱葎¢）電気探査（そ鐙慕）（大野講教訳）

　境界藤の纐斜角がいろいろな催をとる場合の2層断灘につ』・て計算された理論曲線（付録
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界のときにみられ．るような底層此抵抗に等しくは

ならないで，

壽嬢よ鳶裳撃糞面イ頃謹瞬ヂ鞍騨に移騒イ系する暑輩な・蓉鉱

　　　　　　　　ρ驚　　　　　　　拶窯爾三
　　　〆養罵繍・　　　　　　　　　鱗

　　　　　罪趨＋（ト琴）レ喋（趣一亙）
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地質調査所月報（第娼巻篤捻号）
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石滋いがス鉱床の電気探査（そ分壽）（大野博教訳）

な増大（谷地形）または減少（1、1．1地形）の代りに比抵抗の．、ヒ緯または低下を承す2つの異常域が

霧忍ダ）ら才七る，、

　給電電極が谷または出に沿鴫ジぐ醍置．されてレ・るときにも，V鷺S曲線の盃みが麟察春れる　（第

2（X）図）馨　この蓋み鱒壌奪の場合ほどひどいものではないけれども，　それでも，経、験の浅い解釈者

が解藩ミすれば，　こしの護註みを蓼靭韓．！・1羅氏打訟と異なる辻碁鷲注焦を毒つ1劉な凝il、層力磐峯・蕉す恐た図）だと謬礪慰す

る7郭も！、－才気、7猿㌧・簿

　1蝿えば，　VES誌線が建1部三に沿って得られ、た1ものならば，　轟β／黛〉ゐ綴、ぐ庵舞ヌ1峨1㎜i㎜iの1葛さ）のと

き，ゑ翔，に近い深さに低いま・1二抵抗の癬石が槙1たわつているかの、、！；うに，v鷺8曲線が減少を1示し

て㌧・る（妻翼1還／Ωll羅摯　曲条犠1二〉鶏

黛

曜

轡

鐸
蔚
輔

轟
蕊 野

野　3

　　　　　饗

鍵5，＼

謬

　奮

灘
霧

欝　脳
欝

轟
麟

欝

磨
潔

　　　　　　　　　　欝鐙　　鉾

　撫
　箏　籔噸
　　　　轄郷勿
甥サ〆

驚

＿＿＿　姦

鐸峯2⇔嚢1瀬

ダ

　＿　＿蕪ぞ響蓼　　　　轟葬

＿．観蓼罪騨　∞澱
　　　，7

こ、糞1す1払才しプ講とミ‘）

v鷺銭護甕霧建（毒）、，

　／畷斜1蕎墜驚蝿去形競等・に。！二つてぴき糸ざこさ趣，黛）護峯みが1）ために，

びかれ孝羅葛ので，　輝含い辮地形あるい韓こ錘慧1翻犬癩び杉をも〆1）地葦或で実麓釜された　V鷺S　lli濠駐を藷解響ミする

際には非常な注意を払わねばならない。

　．磨こ述べ・たような，瞭撮によやて生じた曲線の鍛みを正1、〆く判定するに藩蕊　V鷺S麟線の解釈に

遇って，その形状のみ蕉らず，近傍の他のV鷺S曲線の形状をも考慮する儲換ll㌻すればV鷺S溺

実施窓れている地区内絵、審石の舜、掛比抵抗およぴ真比抵抗値融変動特性をも考夢、慧す鵜ことが必要

である難クサビ薯犬li患形をもで）地域でV蕉＄が雲嚢訪戴されると：きに準弧づ農鷺繕ξおよび燕ず∠V線をで1き

るだけ孝愛また雄二谷・1鷺いに灘三列するこ．と1を奨めたいQこの条｛序のドで，’簿1余舞轡や鰻五テ移♂）走鳶拭1にょ肇

　　　　　　　　　　　　擁β線，蓋ぬV線が他の方／曇翠をとると1き生じプ1薪蓑みに較べて1黍斐小どなるQ

　　　　　　§麟　構遣鴎，地質一地球物理学的断鷹勲および捻抵抗分雑図構造灘

V賂麟蜜解釈縫…蕪づいて得られたデ帆ダから㈱駆1麟憾鷺す窺燐裁嫉一リングぴ1曜課か勢

こ畷戴姻を作るのと何駿疲りはない。被樹鞠）異方樹こついて補正を行なった孝乳水平層．…薫1

灘度葺鍵とVl欝瞬二1心、転（〔）、llの」）海抜嵩度ぱ・嵐とが調れば，この水平層の絶対標蕎君轄が決

4、験一 （735）



　　　　　　遜＼舞

わす。

灘一（736）



石繍・ガス鉱探の電気探査（そ覗瑞）（大野欝教訳）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゑ∬岬需擁一乏賑

となる崇これから楼爺幾図が千ズド成され、るQ

　麓妻高は図灘．v蕉s，藤、の1獲傍に馨鷺入さ壕集る，　これから餐挙高糸襲がひ漆、れる　◎購激｝烹図蕪）嫌轄挙篶

線のイ立置．むよ韓鼓藪の燭縛乾部では講七例藤埃ンあるいは！霧さの調灘llから決定されるQ一、方，　ド…ムの呼§心

部では測線に沿って作られた補助の地質一地球物理学的断藤（第二≧磁図紛のデーダか鞍発璽．

されるQ　断磁。ヒ，　V蕉＄感乳に探憾糞対象たる重糞界叢糞祭度が記、入懸れ，次いで1，　この1祭度、轍をドーム

状地域の構造断磁芋を最も，軟・く反映すると思、わ才L恐平滑曲線に．柔gて結ぶ費

　V鷺＄ゲ…タから構造鷲／を作るのに際して注意せねばならないのは，等高線が鋭く鷺酷硬．た参，

互いに接近した鯵する部分での等高線のぴき方であるΦV浜熱に際して灘定が岩石の大きな容積

に関係する理霞によ導驚礫没隆起部の華鴎う諏な起伏は現われwぐこないのが普瀬で釜等嵩線の走り方

が鈷εく峯籍イヒする分はき穿妻鰹層の馨疑薦の高度癖蓬化のためというよりは，解零要のi鱗ま沿齢ため“だある

と考えるのが妥鐵である瀞このため，鑓没地形！フ）様相がはげしく変勤する地域での解釈は入念に

行なわなければならない。そのうえ，必要ならば，給薦電極の方晦をli驚えた補足的な叢1鑓繋ミ査を

実憲麺す誇ミぎであ恐群

ぎ灘

酷瓢熱毒繋

1麗

灘騨

曝驚
凝鱗
讐欝

　藩　灘

鑑麟較

＼～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／コ1騙
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆
椰懇葡無＼㌧，！〆一　　』1』〆

　3添一》響孟一』懸＼　　＿，＿＿＿瀞〆　　　　　　　　　　　 ＼『糠駅
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、蜘

誌

鰯
欝

辮

辮

鰯

獅

鱒
脚

鰯

鰐
躍灘

舞欝

窯蜘

ぎ蜘

舞欝

躍翻

縄即

醸

欝麟　　　灘鱒 櫛 灘鰐 灘欝

冬

　　睾詩慰
亘

鱒鷺陪多

　　＼’

禰箏簾騨

懸
い驚“

　　＼

鉱蕉
　1、l
　　E

激韓齢
　　＼

醸
イ』1

纂一｝
曹ニジ
．一＿“

鳳一ゴ

㌃㌃
二～二

黍菰
　艦…
芸一恐
ず証＝
ぞひ．

膿

二一一　＿

講癬穫』π
”㎎一二『…㎜

　＿　　　　　　　　　　　　　　　　炉

ン

索ζ遷

』yi
浸黒二

　姻㎜帆　　　　　　｝

　　一

　　　糟

ひ轟三』

・峯』蕪

一こ三i

服一三
き一る論
㎜4業7は

モ㌃二 コ 瑠　 噛岬ヒ塁』二

yをゴ
」、

窪欝罪

輩ぶ

舞

寒羅蒙02麟

灘一一（鴛7）



歪患餐誉　曝噌藍ヌ響擁　幸浸　（』餐導　暴5巻　 1黛　L2襟う
郷

、疑転繋奮一一鍵1、蒙蒙津勢讐．盤舞／勺鱗蒼翻1翼
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壁讐寺よそ¢）誘プ渥、？）華i聡、雰搭辱隔1よ鰯オL沈糞秘・こと！こづ嘔る費

　　．だ，異なる電善箆電甑問1籍で測定が欺さオ焦た溜縣で藪一　数汁曳，鳴イ・るv鷺＄のヂーダか駄の詫ブ

が，水群鍋査デ㍉一タか1）より魔数多くの分噴．飯1を作球1すること娘計器きる、1、雪灘’藝．懸し、よ1》（饗激擁

1雲iき謬桑灘雌融よごゲr『）。蔦のτかオ聾講煮．重慮，転建賦1載．、，鷺の溝ミさ1こ謬講勤・　変婁力潔響強を（勲リダε辱／二1萄ら治淀二！〆、

てくれる勲ぞグ）ため，V蕉＄の1　鉦を利用する方が水1譲、選．の　舗、いひも利、薫がある無

　1翼薫汀，　1譲礁議駆1或詳瀬こ諺達を1｝るv鷺s、1、蒙群）箸挙難が1よ置叢ξ濃敦薦弓、ぐレザこダ暑こ、i　lひ駄拶？力鐸麹1こ噴欝ラ熟、＿、、遷

揮され、ると、は醗　ない難水　　嚢．の結畢爵／乍成1逢崖、武晃掛比1　鳶編 離よ曇畢えら才1～た探、護　1獲

／こ1対識しノ饗ご繧裟演慕慧癒ljl購藪選亙1三し／くゑ巽1飛壌葛蓬罠1？肇垂薫ll二鶴　　　　窪井ら1 父蟻，れ，ブこ．員馨鷲賛叢棄　 i灘1てlll

もも鷺と細1，紡灘粥備二なる印

　v鷺簿ξ沿テ黛一一一タヌ墾ら．見捗iまi磁　！鴬ラン瞬鷹1漆詳乍ら才嘉るの！よヰ写1鐵！蕾羨）．匙垂覇　／烈鍵シす獅擁！　濤ζ．　臨ξ駈』ご

53一・（聡鍛）



地質調ま、所灘報（第欝巻第聡奪）

いてV蓬覧解釈があいまいになる場含が藩い．その解釈の妥幽挫は．見掛．もヒ抵抗分布図によって確

認され，たり否定された鱗するであろう．このような分布図は§欝でも述べたように，あるいは

また鷲慧雛図の蕪に示された構戦図と同図δ，蕪ならびに鞘に示された．蹴抵挽分布図とを此較

すれば了／翼される，ように，夢蕪露選韓内におけ蓬謬地㎜ド1蒜麦慧を写曇分工鷺1離轍芝舟定することがしば匙ノばあ

る。

2．　1縦 甕購舅糞ぶ交髭署灘率δよ∂ξ謡黄ま叛わtγ蛋ン瞬ぎ図

　繍遊電導穫＆と耀曇叢1寛γ孟とはそれらが饗薯奮毅する層4）／難・観にまヒ例する濤義周．査対軌象』で、ある黄也

挙の比抵醜がそれ／激ど、鞠動しない場部こは，／ズ麟と1為とはV鷺＄1・／暴線解釈に際してしばし

ば充分薫確に決駕惑れる孝）で，V鷺Sのデーダから苧乍戒審拘たi曙層の・鏡および1為分布図を用

いて，この層の厚きあるいは蒔轍は墓盤裏麓率の変勤特性を研究することができる．

　．9と7㌔分∫瓢図のヂ縛戎¢）ために多　3層曲、図葉お．／ごび絹1難む図葉／1多憾事κおよぴΩの慧力けに

より，V鷺8灘i、，i外ら一蓑獲層の辱1さ撫騨竃と駕蓬機撤1擁、、三（、．層の；i鋤含には｛猟懸！ll晦層である）が決

定審れるΦ解釈曲線の　撚し置、響分に一致する図糞の観とがとを蟻って

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議興
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　匙象訟　　　　翻捻ゐ乞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、麟舗

および

　　　　　　　　　　　　　　　　　　γ乞灘諺鞍覗ソ癖レま畿がき虞

が算出される、こ胤に，認　と　みとはある定数である瀞

下方鞭が難．．1血、嫌描此、蹴鮪してい都窯鵜この趣）ラ矯図釧婿・棄鞍ぶ
め分布図（分布図・9が鍛も難礫に作成される・慧うした条件の下では径数ぶは容易に麟式的

に鶉定される（．ぎは既述のよ5に，解釈曲線の窟桑7）漸近線麟鐙軸阪畷との交点の〆購／2値

に蕃馨しい）蔚

　第2蟹図窺ならびに6に示した織＿図と陛刀、図とを比較すれば一一綴瞭然のように，高姥

抵抗墓盤夢～面の特性を求めることがでぎ恐雛爾方の図とも鰐1二l　V｝捻のヂータから作られ“たもの

一罫うる鞍

　　 1，茎灘ミ1嚢11ゐズ湾忍為ノ嘉《鍵冠であるとぎ

　　　　　　　　　犠職夏

　　　　　　　　　　　　　　　　鳥略外汁㌦薗慧（卜㌃1一）編　　　　　（姻

は、愛醗脚圭に近戴的に等しくなるゆえ，5甘分1制隷よ凸．、！を乗ずれば底層『ヒ面の深度図を表わす。

　ぶやγのラ〉噴諜灘か1障）肇鷺葱の鍵，層跨葺饗ギさと墓1　せ／驚とを1調ヘミるため範は，そのノ欝のまヒ抵／叢が駕

分一1・であるか，あるいは7類調についいごは趨と編との間に鱒影瀕関が，ぶ分編、翼紅つ

いては逆‡難萄がイ子i蚕す巳るかが癌・柔　醤二どなる費糞恭．総釜鷺寛ノ馨沿」ヒ、、．1駕尋よ1嚢ヒ蓬li雛び嚢、のそ才し．勲りも，

広い鍼磁、にわたっ没、㌔藝駐、ないのが辮，豊である登また，その際》抵美ヒ紙抗！・熱秘ついてはぎ導’1竈層

の／劉さが増、大するにづれ，てその平均葺覇溺蓑の滅少が観謎駕れ、るような欝、、にし韓、茎ノ／ご．鎌、㌦蚤す1るゆ

そぎ）ため，響㌦．、礎　1　度の獄驚のためにはぶ　　1ぎ図を利用する方が7分布図を利用するよ

1りももっとi嚢三葺礁な譲　　　　 熱　η爵ζi　謬である⇔

　懸蔵難鱗撲15，｝謬、抵む£マYと！．，断あるいむ・蕪醸雛！斐と4屑蚤惣こ二藤藤泉率さ羅関、琴1浮離三すると判／ブごいると

き靴は，忍，て～㌔分屑き覇が藩　の薄華静蔓にもっと融鷺するよう轍なるゾ1こめ，　これ、から　ひξき出き豪先た

・讐　鶴油／ならびに雑盤等漏額瀬を作る臆とをすすめたい沿対単層の．む抵麓薩が一定で権需に等

し、いという仮晦の下で、ぎとア」）籔かi塾γ洋瑳）れたゐと鍵の等値線図がこれで‘もる。菰の毒含

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ1、ε麟！r這ノρ轟窪　ノ縮蹴払鱗溜綴

　探じ　趨一版内の　趨‘　を蕉しく讐1　ぎれば　旺るほど，　一一づ鷲華あればある構ζど，　このよ鱗こして導

びき出された鷹さや深さのか布図はよりよく暮，、酵揮層が）羅獣基1深喫を欝戦映する亀瀞にな

．／量1の1．さがあまζ1ヅ駄きく叛いときには歯塗、線漂也黛靴）　二さ菰みて煽よい、、

§1一一（74｛））



石滋いがス劔瞬ミの’霧、、鷲渠憾薫（その難）（二大葺肇1響奪i教装繧）

る．第1≧凱図融に示され、た．難探覆分布図ぱ表層1義均此蔓桑執が不変で冗語騰に等しい勲いう

仮定漆鐘1発し，て艶3分布騒（第窯醗図のか払作成されノ認もので藩る藤既知の遅似鍍をもつ分

唾ぎi灘蹴｛、霧黛，寺ごv鷺8の∫弊瑠ミ華．締番力為らダ欝翼さオ気プこ「舞薄氏．．麗1（鋳“（殿図戯）を再雛欝議する億1構鍵雛瀬を鳳．比1絞

して導出深度分布図一ヒ，中心部で深度が大きく出，潤縁部で沈下が小さく出ているのは詳しくみ

ると中心部の平握3♪雛鴛抗が7蕪撒坦下で，鷹辺部で7嚢燃以＿1烹に．な・、）ているご．とに1もよると解

・ぜら才Lるゆ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　3，　ゴ設ブ矯渠蔓欝耀鋳泉1壌l

　／．響さ建ざよび懸譲鰐祭壌1を愛喪ヌ髭ごしようと：する．1趨層の　 瓢．1ニヒ抵蓬1題力§，そ・の重也、！麟にヌ寸篤こす恐VES監撫線

部分で，極礁に遊い簸をとる～ヅ響えて作成した分布図を鞭大1、葦鐘値線図ど呼ぶ藤

　級＿コく趨＞詩，1舷（κ弾慧麟i蕊）におレ・ては糎這プく、轄の舞、樹・．比嚢戴窯怠揖κ撫賦は誓露錘（）、7齢寧以下であ

る。　また，麟マ1縫＞級く幽牽工ぐκ型1議線）の選勢合に韓越憂！卦点の　診κ撫沁　は　／．擦隔聯　よりも普通：大

きいので，探査、対褻たる高．比抵抗，馨または低藁二瞳抗層の摩さ・統輝鷹およびその底面深度驚認麟x

はピ欠」，），柔うに1，ノて汐王さ才もる瀞声罵雛廊X訟姶

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　乳　　？騒
　　　　　　　　　　　　　1～、譜鴇x蹴（）．7　　　》　　篇緩（κ、 ぎ美曲離養）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　爾罵照鍛黒　 麿乞

また箕爵燭罵鮫漆義ら

　　　　　　　　　　　　　　　畿
　　　　　　　　　　　海評鶏x嬬　　澄菰灘譲灘（）．7ぶ乞禽バ驚鰍》醗（1ずコ誠i讃華蒙）
　　　　　　　　　　　　　　　／．感

／壁、た二漆零ウ甲曝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　むミぱゑ　ヱ　　　　　　　　 ぬままほ

　　　　　　　　　　　　　／ゐ擁騰践翼篇1～、謬鶏菰十　澱駕，急＞ゐ護十Σゐ『猷　　　　　　　　　　　ぐ4．乱緩）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘己蹴葱　　　　　　　　　　箆～、凱工

壽く畢こ／∫“甦麟露卸隔紺争し騨ぐξ壌

　　　　　　　　　　　　　　差毒車薫罵麟職8拶κ撫魚＞ぶ幽、誰ン郡厚蘇i

ここに，澄、醸，は姜盤を福菱してい茅全層の平均此抵抗である“

　こ郵一，て艶見掛比概筑の極嚢…llのデータから作戒きれた等深線図は探一嬉讐下底1薫の等汐、雲線図の代

用となるであろう。ン）ことは，．，錦（）肩瓢鷹に示麟黛．た簸大探え、謎等櫨線図とv聡の量的解

釈からイ乍成された1構造図蘇鷲慧（箆図のとを諏麟蓑す勲、ば1灘ら滋ギ費あろう魚

　　　　　　　　　　嬬．　v鷺8i叢編、嬢の幸ヴくまノご壱重　1〆卦1アi嚢・ド1謹費覇北霧薙裟繕亀鍾l

　vlS曲条泉の騰舞灘・こi編する芸嶺鱗．疑／紙翻藤峯舞鷺図は§55／黒癌讐．年さ才した方’去にし津こン憾鴫て，ノく讐！

曲線では蔚騨罵¢漁聾G轡，／擁甥瀞につレ・ては阪紳縁堆渉篭ら蓉減きれる。

　煮～　呪ぎな　導ミにκナ亙3声欝1呈E繕婆嚢鷺ン彩籍す蒸）と，　1拳1鷲1蟻勉乃．蹴劃鷲題漆訟斐冒ヒしノ激秘・、鷺き爵～評識の｛藏は

申i華、拶1銃）寿　峯轍終響’係蒋！一ることオ韓つ力藁る“

　1誓．景蒔翻ひ1癖講葺欝ゆ導　 罐’L献ご爆親緯象ど，　κ　 ！l覇繕ミのρ罵願ξ礁“）嚢戴よ二大1きく桑tり肇　鶏嚢．1ニヒ寡嚢『1二ぜ絹

層麟緊瀞が大きければ大きいほど，遅型i騙巽の級轡勲は小さく獄る曇角轡雛加》びに群ガ1勲

を決定ずるのにあ1かし露）麟編蜘戴し旧ておく必．鍛は欺いから，V鷺．1鷺法に、1謙〉探．！．奏1、撃．蓑鞭〉予備

霞勺解瀞ミの際黄　診叢輝鵬1分誘ぎ図なむ）びに幽く驚穏欝布1蓑i灘／乍／難こ1醗鵬1二とがしばL’ばある蝶重糞灘）乱

鷹i，漆にρκ鷺灘、穿畢舞函ズ，重i饗墜れてい／が艮これ懇v鷺8の藁蒙鱗舞奪訳に藁づいて聾漁ミ擦れた1響

う鴛図（欝蕩雛）、L閣蘇）と潔ヒ1絞瞬弧才Ll、／．ヂ簾1され，奪繹あろう瞭

寧爵凱＞澄癬驚註翼＞（タ．7麟馨のと鳶V鷺8醸継毛の論嘩鰹の鱗li概は2麟ll護r蕪黛・喋　を・姦餐つて箏饗誉麓／呼
、
捧

　　こ瓜と鴬シ鷲導煮褥

調更麿呂く寿煮撒漁く薫．屡拶乞覇）とき1、欝よv鷺3嵯1舞銀適）磁葦擁演罵〉麟舞架は蒙1 繋1嚢r貰藷畦を藤三、　　1施

　　懸れ彦、塾るであろうゆ

5難…（7薩、蓋）



灘逢黎ξ、箋1、霧1ズ幹　縫　幸翼　（糞蔦葱樽巻　 禁li2奪う

5．　拶。ぺ麟x，拶ガユ瀬な1．びに澄。ズ、燕の繊坐標等値線図

　、胤／卦3ヒ／氏季菰ズぐ鐵』大（諾ぐ重誕1櫓『），　1羅／」・〈／ノ　．！i轍講箋）もしくξ煎纈粛、。　れ，武、雛1卦、1至．．、難蕉鱒1酋．ズ肖善こ

鷹i華しい熱美織kの、1、、ミの〆燕メ1越票のノ等鱒ll　l羅と韓こそグ）鷺葺二V賞S疾覆）鷲疑寿に，．．．1二灘響）擬i封萱誕薦詫にン対！芯

・する孟お／2夢）、嬬父、戯恕醤轍．ヌ、しいて，．告お／2｛フ）譲暴無ま雛i釜をひ浅・vぐ践誓きノこラジ爺懲i“費識）る⇔

　藪丸または！髄歪・晃捗眈抵航分布図と同様に，この！欝々等値線図もV鷺S曲線孝）極大あるい

は、罎ξ小の趨罰纏の存君三！、こ　　　・え葛ような地層の響　1の竃性的判断の 急助となる礁対象となる

地層の．瑠蹴が一饗　〉るなi三）ば，・暫）聚，、さが、蜘億、ど、1歓、ζ，、、は坐標熟3点か窪遠粉勇，し

オニ沁§・っい覧，　拍il屡バ購“グニ）！、藪1よ大きく攻斐る。

　繰の極ノ、」・纏鵜対するAお〆2の等鎮線図は特別な利、1、1乳が藩るむ／、・戦窺癒ならびに麹躍雌篠醜

，）刈ず老）ゑ／ヲ離3擢1懸蓉隻を蔑亮欝難するヒ蚤ズ較蹴乱矯影爲t．で融が漢嘗ヅくす才し1ズ癬釜縁異よ羊驚かに　 紡す※耳ウ㍉

麹諾（　・t．一　μ譲が変化し，ても，この、ギ、、はそれほど勘郭ないこと／慧、騨勢紅鹸灘／／ると・慧瑞没庭

ろうむ更ノたがつて多灘竃5轡の錐二1媛打こが鑓／紅1ーな㌧・と懸欝で戸な㌧・、戯警な5　掌にρ蝶脇i慧／こ対すゐ

ヱ底Z3／蕪、、3塾肖糸銀図をゴ1薪便、鱒ご糞∫ぞグ）／轡の騰仁曳逆）　饗勇循蓄赫1三を．柔くノ硬ll央するこ鼓と／届なろ讃）。ご、のラン墳誉iは

1ぞ　三i鐵繕戦力詣　蟹銀、慧．蓼論勺縮肇ミさ才1．，灘1魯・，ような・ザベて『のま楊・歪㌢に碧寿讃1することカζ　謎しい。　・購2（近i灘

騒に承匙、．た　，儀お／2等鱒1線図尋⊇1こ高．総抵謡寛基盤麺）｛韓漁叢欝　（1酎1，の　を弧業く再母箆し．〆ている嶺

　鯵えられ，た獄掛、1！ヒ抵抗に対／、し．・する熟β陰等雛線i譲1は▽ES曲線が訣激に下降する部分あ懲い

は、ヒ罫する部分グ）澄ズ櫨1にザひいて・1乍成さllUるの淋籔遜である，、V載8曲線の隠の部ランでは彗詮　）

れたρ！ぎに1対する、織坐／票の雛誌、は蓉，わめ・二　　　、籍施されるからであるむ　このような分布1文i尋）

第2繊綴，Kか駐、萌らかた／二うに，曲線の極小、ll、乳の横坐標等値線図と剛叢　藁盤」）構＿を膜映

する⇔

　　　　　　　　藝、　 罷．書卦．匙ま転影竃．縫二韓響・縫繕縫懇な爵凱｝懸ξ：、v聡8曲線準嚢1ミぐi角　・イ欝案泉図

　1慕卦圭翻氏む℃．比ノ等緯　図はV鷺Sl輪繕ミ．1二汐ヌ＝1・．　）れた部ラン雪　夢莚えば，　〆昼3／2鍔＄（）m　と　養（）（lt鞠

∠咲露／2瓢2G⇔襯と5（）o凱　、るいは擁β〆2認i，（xx）盤と2，000三ぬ蟻再1、二つい扇婁汁算1された拶κの妻ヒ

か駐，作成・搬，る。このよ）な1分布騨1か，地下に．欝1縫してい為地馨4）特’挫／こ関して諜　1づン購幸侵が得

られ蚤，蒲例えぐ、ぐ，菰・寒β／2が小さいとき｛ゆ難。轡圭雛氏ぢ輔熱こ1対・する愚お／2のヅくきいと藝の見掛・比抵

抗・臓の箆が減ダ》するのは薩1．轍抵言ノ毫ゐ幾／隷郊の携1さが繕大すると薫！こ鍵　　／ ンれるので，1葛L絶抵抗

ノ欝銘）涯ご期鵡ごくる」．也ノ　の1，鞭重？i射プ噸しノ熟と1レ・っ、議雄処とンより／、茎る“だ麦〉ろう○

　壌浮舞乏ノた凝振．’擁撲号翠こ汐逼輩査で1壁　詩蕉（ゆ、比が言畿少すること嬉二i覇置．凸）崩灘部において、璽こくみられ

る。また，1黄酸瀬滋騨　葬ヨ探鷹l！、こ竃塁，ゾζ裟よこンした減少はカルス1・地域でよく籍鑛寅する蒲

　V麓8曲線¢）辱え翻，れ、た部分に関する／垂1態の讐1値線図魂）．ヒの鋳、樹此抵抗ぎ七犠”緯線図と似てい

る⇔　しかし，これは作成に漉聞がかかる勃璽それだけ擬紅掛箆撚業燦｛・等値線疑iより総ることにな

る⇔

　　　　　　　　　　　　　　　　　　7。　v覚S潔i護グニ〉溝慧7縫縫Σ｝l

　V鷺8、華．むいへ縮讐され，たV奮8懸線1　巳入してある分埴図をこのように紫漆管ナ鷺めV鷺8点の

　度がはブ、tはだ大ぎく，V聡．3勲線を〔汽すれば分布濡1が雑然としてしまうような舞1八には，曲

線の各i柔（縄’喉、，蕊，君　1　．製墾，弄ぐ型，Ω　鑑，κ鐸型，ノ◎蓬『，等）の1醸示をして・

1塑轍縷｝Uる｝1・、曝域を1，唖当な方法で色芦ナ悌して識別すそ場

　v総S曲線σ）護分酒ぎ図は擦査区域の竃瞬勺構1憲の季ノ1、ノ鴫、、試らび轍乙ぴ）1　或内の、「£＄顕1線グ〉量的

解簸ミヘの接5鋤の可爲雛繊を示す、ような地　 灘i鱗普．域を致i・わす導　V鷺S縫繕ミのi分布i製の／乍／蕊馨謹謹麟二

鋳ミ整藁去に憲批る！、　儀…　こを㍗き菱凝塗1三な駕・1、ξ 1蒲勺に角渠零　1一る1総　 i留である。

　　　　　　　　韓．　認5，認ρ～ζ，ぎρκ烹麟雛オ猿よ誉εぎ身蕊芝茎1灘ぐ）ベクトルラン埴ぎ鑓i

孟弼，、審劃，躍腹灘雌ならびに瀞魎藤三’のベクトル分布褻購二通例爾側展開尋こよる双極子探査の
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結果から作成される“　この翻梅のために．は，瞬群鮒蔑開による。双糎ま 謄捺査懸線から1欠の纏を決定す

る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぽぶ漏蓋～『”乳一・へ宝職

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぽρκ幕澄ど←一辞κ㎜

　　　　　　　　　　　　　　　　雄ρ罵m雛諜摩煮撒難摩一鳶κ鱗麟皿

　　　　　　　　　　　　　　　　　認紐ぐ鵜綿鵜寿κ蹴熱愚卜一ρκ縢泌一

　ここに，8垂，3一，級書，防ザ，ρ慰顯藏牽，澄パ灘嶽胃，爵κ搬至賠，爵κ懲三鷺は正負の探1嚢譲曲線から求め

　　　　　　　　　兇捗i・．比転貯ず慧辱極プ綜ならびに纏まノ」・見蓬麟．姥季環ゲ鴛（§3雛・参蟹護）で、桑）る恭

　認3，瀞阪，瀦愉臆x，認飯ヱ三漁にはベク1・ル的意義燕塗／へしている鼎ベクトル麗，麗κ，」繰購x

および誰餅κm熱はメ又麺裟ザ琶鱗竃査〃ぶの申心・、嚢弩こけ萬し．，1訴，昏繕乏のプy／鯨1こを蕪タてのびている之ものと麟ll

東する。ベクトノレの肥値韓＝、鷲授▽軒線・測愈！l惣き，　負櫨は熟磨A野線側を鶴いてい為ものとする“

」ぶ，」摩κ，」爵κ照甑Xならびに瀦麿菰灘滋のベクトルラン布睡1からも鋒　／継査i区域分メ癒質“横絃縫に関する

デ“一一タを誉奪幾レずる隊璽毒旨i癒がある。このようなベタト，ノレ分瞬ぎ1瀬は藩タ漂のV鷺Sテ㌔一タからもイ乍財窯昏

壕駕イ黒る幕こ．の誘懸譲馨こ寺よ，　誕ぶ，」ρκ儀

割って得られる鳶この値をベクトル形式にして，趨1、難な尺簾でV鷺8の爾、1慧閥の中間におとす群

菜1．

　疑蕗翫抵抗断頂腿1は垂藏探査の測線に沿って作成さ才鳶た仮想的地球電気学的断顧麟を表わす“

　図．ヒ，水華繕墨に沿つてv鴛s、［慧を1難置する（欝峯烈＞・妻、図ラゆ各v総s、直慧から㎜ドププにひいノご垂線に

｝漂準髪尺または牽把i畷晦尺されたダ寸数尺力欝菰、入され，　この尺獲 i骸こ身癬が潔／定懸れた憾β／2鐙｛甑が

瀧i入さ勲、る，，この，薫夢〉／寸近に．舞、讐1傍ヒ抵抗のイll裟がかきこ岬まれる、，次いでρ辮の藷峯値』線ズノ財＞かれる馨

これは与えられた方向に沿う電気的特性の変化を表わすものである肇

、兇掛此抵抗断面図は探査しようと乳ノている地下構造1欝編する何らの定鍛的知識を与えるものでは

ないにもかかわら嘩ミ，　探蒸譲地薫撫撫の璋三乳鷺地層の特’1盤に1鱗する、曽、実な表葦驚に』なり得るこ、とが多マ・塗

　発捗桂ヒぎ1氏ま題瞬質瀟i灘1・よ灘《多くの．生β／2にタ寸する璽、捗墾ナヒ／蟻翻穏勧ギ鑓ヌ1の切酌糞癬を表：わ｝ずことに馨三趨甕

せよ難

　疑麟虻抵抗断藤図の1弊釈1こおいては，はな雄だ高いまたは低い態撮抗をもつ表層が存窃する、ヒ
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き，その層の爆さを隷るかにこえる電1瀧電極問隔にまで測定された、疑麟・比抵拡値に影響を与えて

いるかもしれ，ない、燕、を念頭轍おいておくべきであろう台．疑掛比抵抗断葡図の餐碧1値線は測線に沿う

表、曝．鍬抵献1が充分一定である場合にだけ下撫1ζ構造を反映するに遡ぎない磁例えば，第2〈）4図に図

示され，ている断面図の描幅ドぜ）方に難b．3とN毒．5との問の部分の等値線が微弱なカζらも隆趨して

いるのが認められるが，これは織焦紙扶の地層．が断面上部に挿入されているために生じたもσ）で

ある。ご、の層が存在い数憶＝けれ、ば，断薦図の下方讐芒値線はもっと下／覇・“がるご．とと思われるQ

　　、慧の籔で述べたすべ副ぐの補／．i嫡分布図および断面図の作成は当罷llする問題び）解決の必要性に応

じザぐi嚢慧驚さオLる瀞鱗鑛ミ譲餐家簿題馨薫を馨運護臨す峨）顧聾こ犠響葱1懇れ、た欝輩趣をきわめてテ鯖足にゴ響乞細するよう，

得られ、た野外デーダをあ軽）ゆる面から薩至舞討すべく，可能な事法を利用すべきである㊤
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薮油翻ス鉱床の電気擦査（ぞのの（大野／轍訳）
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